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LLMを用いたコード検索のコスト削減手
法の分析



1. 研究背景



コード検索

| データベースからコードを取得
・文章や単語を入力し，関連するコードを取得するタスク

・企業や組織，プロジェクトが専用のデータベースで行う

・安全性が検証済みであるコード資産の再利用
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ユーザ データベース
入力：自然言語

(文章，単語など)

出力：コード
（ランキング形式）



コード検索の課題

| 自然言語とコードの表現形式の差
・自然言語とコードは語彙と文法が大きく異なる

・キーワード検索でも機械学習モデルでも精度向上を阻害
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データベース

自然言語 プログラミング言語

ユーザ

見当違いのコード



LLMを用いたアプローチ

| 課題に対する代表的なアプローチ
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ユーザ

GAR[1]

ReCo[2]

Listwise[3,4]

LLMを用いて
クエリ入力をコードに変換

(言語を統一)

GAR
＋データベースも
LLMで書き直す

(コードスタイル統一)

出力結果をLLMに渡し
再ランキングさせる



LLMを用いたアプローチ

| 課題に対する代表的なアプローチ
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ユーザ

GAR[1]

ReCo[2]

Listwise[3,4]

どの手法も
LLMの推論コストが

必要

ReCoは高精度だが
一番コストが高い



研究内容

| 目的 : コード検索のLLMコストの削減

| アプローチ : 既存のコスト削減手法を適用し比較

7

GAR

ReCo
Listwise

LLMを用いたアプローチ

全てLLMのコストがかかる

コスト削減をしたい

GAR

ReCo
Listwise

LLMを用いたアプローチ

ルーティング

圧縮 多段階
検索

コスト削減手法

精度とコストを測定



2. 関連研究



2.1 LLMによるクエリ拡張

| 入力に対してのアプローチ : クエリ拡張

・GAR(生成拡張検索) : 自然言語クエリをコードクエリに変換

・ReCo : GAR + データベースもLLMに書き直させる

| 出力に対してのアプローチ : Listwise

・RankGPT : 検索結果全件をLLMに与え再ランキング

- RLT : 件数を絞った再ランキング

- CodeRankLLM[5] : コード検索特化の再ランキング

（エージェントタスク，訓練必須）

どの手法も検索精度を向上させるがコストがかかる
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2.2 既存の推論コスト削減手法

| 入力の短縮

・重要度の低いトークンを除くプロンプト圧縮

- LLMによるプロンプト圧縮を軽量モデルに蒸留(LLMLingua[6])

-各検索手法にどのように適用でき，

どのように効果が出るかが明らかでない

| 検索工程の効率化

・異なる粒度/精度の検索を組み合わせるカスケード(FrugalGPT[7]) 

-一部検索手法に適用可能

・クエリごとに使用モデルを選択するルータ(RouteLLM[8])

-各検索手法で等しく効果が出る

各削減手法を適用し，コスト削減効果や精度変化を比較する
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2.3 コスト比較の研究

| 検索コスト比較
・EnrichIndex[9]

-一般文書検索

- LLMリランク vs インデックス強化 (Listwise vs ReCoに近い)
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やること

| 関連研究(2章)の整理

・この研究の方向性や目的を確定させる

・実験計画の骨格を作る

・無秩序な追加実験を防ぐ

| 実験の詳細の決定
・使用するデータセットは？

-データリークの有無は？

・比較するLLM検索手法は？

・各手法にどの削減手法が適用できるか？

・得られる知見が重複した実験はないか？
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